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第１回 品質保証分科会 議事録 

 

１． 日 時 平成１４年３月７日（木）１０：３０～１２：００ 

 

２．場 所 日本電気協会 ４階 Ａ，Ｂ会議室 

 

３．出席者（敬称略，五十音順） 

出席委員：唐澤（東京電力），川尻（電源開発），久保田（核燃料サイクル開発機構），先田

（四国電力），佐々木（中国電力），佐藤（東京商船大学），白石（三菱電機），鈴

木（中部電力），平（日本製鋼所），谷本（九州電力），中村（北陸電力），長崎（三

井造船），平野（日立），宮越（三菱重工），村上（東北電力），渡邉邦道（グロー

バル・ニュークリア・フュエル・ジャパン），渡辺雅明（ＮＳネット） 

代理出席委員：熊野（発電設備技術検査協会黒川委員代理），若松（石川島播磨重工業寺崎

委員代理），小林（東芝清水委員代理），高橋（富士電機小林委員代理），松

村（北海道電力滝谷委員代理），山﨑（日本原子力発電樋口委員代理），綿田

（関西電力柳委員代理） 

欠席委員：飯塚（東京大学） 

常時参加：山﨑（日本原子力発電福地代理） 

欠席の常時参加：福良（東京電力） 

事務局：浅井，堀江，小宮，國則，平田，福原（日本電気協会） 

オブザーバ：参加無し 

 

４．配付資料 

資料 No.1-1  原子力規格委員会の活動経緯について 
資料 No.1-2   原子力規格委員会 品質保証分科会  活動実績及び平成１４年度活動計画

（案） 
資料 No.1-3  分科会  規格改廃要否検討結果（案） 

 

５．議事 

（１）会議定足数の確認・第１回分科会開催主旨説明 

・ 事務局より，委員総数２５名に対し本日の委員出席者数２４名で，会議開催条件の「委

員総数の３分の２（１７名以上）の出席」を満たしており，会議成立の確認があった。 

・ 事務局より，原子力規格委員会発足後初めての公開の分科会として、①分科会長の選

任、副分科会長、幹事の指名②指針制・改定の要否等を含めた品質保証分科会の活動

計画等の審議を主要目的として開催する旨の説明があった。 
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（２）議事次第（案）と配付資料の確認 

事務局より，当日の議事次第（案）と配布資料の確認があった。 

 

（３）原子力規格委員会の活動経緯の説明 

事務局より，資料 No.1-1 に基づき原子力規格委員会の活動経緯などについての説明があ

った。 

 

（４）分科会委員自己紹介 

各委員から自己紹介があった。併せて事務局より，行政庁への分科会委員参加依頼の現状

および今後の対応についての説明があった。 

 

（５）分科会長の選任 

渡邉邦道委員より分科会長候補者として唐澤委員の推薦があり，他に分科会長候補者の推

薦がないことを確認した後，単記無記名投票を行った結果，出席委員総数２４名に対し、

唐澤委員への投票数２３票で唐澤委員が分科会長に選任された。 

 

（６）副分科会長および幹事の指名 

唐澤分科会長より，副分科会長に宮越委員が，幹事に渡邉邦道委員が指名された。 

 

（７）分科会長，副分科会長及び幹事挨拶 

唐澤分科会長，宮越副分科会長及び渡邉邦道幹事から，就任にあたっての挨拶があった。 

 

（８）原子力規格委員会 品質保証分科会  平成１３年度活動実績紹介，平成１４年度活動計画

（案）および規格改廃要否検討結果（案）審議 

資料 No.1-2，No.1-3 に基づき，渡邉邦道幹事から，原子力規格委員会  品質保証分科会

の平成１３年度活動実績の紹介と，平成１４年度活動計画（案）および規格改廃要否検討

結果（案）の提案があった。 

以上の提案を受け分科会として検討した結果，平成１４年度活動計画（案）として， 

１． JEAG4101-2000年版基本事項改定検討 

２． 同指針の英語版（案）作成 

３． ISO9000シリーズ（2000年改訂版）と JEAG4101-2000年版の相違点の検討 

の３点とすることを確認した。また，参考事項編を基本事項の運用基準にするべく見直す

件は重要，かつ，必要である。しかし，見直しには時間がかかる事から基本事項の改訂素

案ができたところでどう進めるか再検討することとした。また，急ぎ検討する必要のある

基本事項編の改定素案が出来た時点で，次回分科会を開催する方針で進めることとした。 

上記を平成１４年度活動計画とする条件で，「平成１３年度活動報告並びに平成１４年度
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活動計画（案）」および「分科会規格改廃要否検討結果（案）」について挙手による決議

の結果，賛成２４名，反対０名で承認された。「平成１３年度活動報告並びに平成１４年

度活動計画（案）」および「分科会規格改廃要否検討結果（案）」をこれに基づいて修正

する。  

 

６．その他 

・ 渡邉邦道幹事から JEAG4101改定版の早期発行に関連して，今後の原子力規格委員会

の開催予定について質問があり，事務局より次回の開催は３月２６日で，次々回委員

会の開催は，委員会開催が年４回の頻度であることから６月頃となる可能性が高いこ

と，規格改定の議案決議には委員会による１ヶ月（程度）の書面投票期間が必要であ

り，決議後内容公表の手続きと，その後２ヶ月間の公衆審査期間を経て最終承認とな

る旨の説明があった。 

・ 次回分科会は，JEAG4101-2000 年版基本事項編改定素案の作成を踏まえて開催する

予定。 

 

  以  上 


